絵本「ユーナの樹とトモダチ」研修　ワークシート（例３）
１　ユーナの樹の周りで、動物の大人たちが集まり議論するシーンで、よそ者（リンク）に対する動物たちの発言や態度について、あなたの感想や意見を記入してください。

	発言した動物
	発言内容
	感想や意見

	ユーナ
	鳥たちの国で病気がはやっておるそうじゃが。
	

	リス父
	その鳥が病気を運んできたとしたら大変だ！
	

	ウサ母
	子どもたちにうつったら、どうしましょう！
	

	イノシシ父
	やっかいなよそ者はすぐに島から追い返してしまえ！
	

	その他
	そうだ！　そうだ！
	

	ユーナ
	その国に住む鳥だけが飛べなくなる病気だから、うつることはない。子どもたちが出会った鳥も病気にきくアカリの花を集めに来たんじゃろう。
	

	サル母
	うつる心配がなければ安心。さわぐことなんてないじゃないの。
	

	ウサ母
	そうねえ、ユーナじいさまが言うなら、まちがいないものねえ。
	

	他の動物
	そうよねー。よかったよかった。
	

	リス父
	いいや、あいつはよそ者だ。この先、何が起こるか分からないぞ。（サル母に）あんたがせきにんを取ってくれるのか？
	

	サル母
	そ、そんなことを言い出したら、何も信用できなくなるわ。
	

	ウサ母
	そうよ。どうして決めつけるの？　アカリの花を集めに来ただけなのよ。
	

	イノ父
	それも本当かどうかは分からんぞ。
	

	リス父
	何かが起きる前にその鳥を追い出して、二度とよそ者が近づかないようにするべきだ！
	

	オオカミ

キツネ
	そうだ！　そうだ！
	

	ホー父
	なんだかめんどうくさいことになってきましたなあ。
	

	タヌキ
	そうですねえ。こういうときはだまって見ているにかぎる。
	

	ホー父
	そうそう。関わらないのが一番ですな。
	

	ウサ母
	病気がうつらないとしても不安だわ。
	

	サル母
	そうね。子どもたちだけでも、その鳥に近づけないようにしないと。
	

	モンチャ
	えっ･･･　ママはあの鳥さんを助けてあげないの？
	

	サル母
	助けたいけど、まずは自分たちの身を守るのが先だわ。
	

	モンチャ
	それって、助けてあげないのと同じじゃないの？
	

	サル母
	いざとなれば何とかするわよ。不安がなくなれば、みんなだって。
	

	ウサねえちゃん
	私もそう思う…。
	


２　あなたが、「１」のユーナの樹の周りで、動物の大人たちが集まり議論する場にいたとしたら、どのような発言をするでしょうか。
３　差別を取り巻く私たちの立場は以下のように7つの立場に分けられ、必ずどこかに属しているといわれます。動物たちはそれぞれどういう立場に立っていたでしょうか。
「⑦差別をなくすため努力をする人」の立場で、改めて、どう発言すべきか考えて見ましょう。

①差別をする人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②差別をあおる人　

③差別に同調する人　

④差別に傍観者の立場で接する人

⑤差別に対し無関心な人

⑥差別される人

⑦差別をなくすため努力をする人　
